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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技が行われる区間として通常区間と有利区間を有し、
　有利区間として複数遊技からなる特定期間を有し、
　特定期間では、ポイント値を付与する場合を有し、付与したポイント値を累積して保持
可能とし、
　特定期間は所定の終了条件を満たすと終了可能とし、
　特定期間において、第１の遊技状態で遊技を実行する場合と、第１の遊技状態よりもポ
イント値を付与しやすい第２の遊技状態で遊技を実行する場合とを有し、
　所定の終了条件を満たすまでに累積したポイント値が特定値以上の場合には、特典を付
与可能とし、
　特定期間で累積したポイント値が特定値以上になった場合も、所定の終了条件を満たす
まで特定期間を継続可能とし、
　所定の終了条件を満たすまでに累積したポイント値が特定値未満の場合には、特典を付
与する場合と、特典を付与しない場合とを有することを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　本発明は、獲得したポイント値に基づき特典付与の当否判定を行う抽選において、ポイ
ント値の大小を当否確率に反映させることが可能な遊技機を提供することを目的とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　本発明に係る遊技機は、以下のような特徴を備えている。なお、以下の特徴構成の説明
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では、後述する実施形態において対応する構成の一例を括弧書きで示している。
　請求項１の遊技機は、遊技が行われる区間として通常区間と有利区間を有し、有利区間
として複数遊技からなる特定期間（例えば、遊技モード２）を有し、特定期間では、ポイ
ント値を付与する場合を有し、付与したポイント値を累積して保持可能とし、特定期間は
所定の終了条件を満たすと終了可能とし、特定期間において、第１の遊技状態（例えば、
特定区間１）で遊技を実行する場合と、第１の遊技状態よりもポイント値を付与しやすい
第２の遊技状態（例えば、特定区間２）で遊技を実行する場合とを有し、所定の終了条件
を満たすまでに累積したポイント値が特定値以上の場合には、特典を付与可能とし、特定
期間で累積したポイント値が特定値以上になった場合も、所定の終了条件を満たすまで特
定期間を継続可能とし、所定の終了条件を満たすまでに累積したポイント値が特定値未満
の場合には、特典を付与する場合と、特典を付与しない場合とを有することを特徴とする
。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　参考の遊技機は、乱数範囲を設定可能な乱数手段（例えば、乱数生成・取込手段１１８
）を備え、電源投入時に前記乱数範囲の設定を行う遊技機であって、遊技中に複数遊技か
らなる特定期間（例えば、遊技モード２）へ移行するか否かを定め、前記特定期間では、
ポイント値（例えば、バトルポイントの獲得値）を決定可能とし、前記特定期間中は決定
したポイント値を累積して保持し、累積されたポイント値が特定値（例えば、１００）以
上であれば特典（例えば、ＡＲＴ当選）を付与し、前記特定期間に関する所定の終了条件
を満たしたときに累積されたポイント値が前記特定値未満であれば特典付与抽選（例えば
、累計ポイントＡＲＴ抽選）を行い、前記特典付与抽選では、累積されたポイント値を前
記乱数範囲に対応するように変換処理して判定値を作成し、前記乱数手段から取得した乱
数値を前記判定値と比較して特典の付与を決定する、ことを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　上記構成の遊技機によれば、獲得したポイント値に基づき特典付与の当否判定を行う抽
選において、ポイント値の大小を当否確率に反映させることが可能となる。
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